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スギ花粉の季節がやってくる!
スギ　（学名：Cryptomeria japonica  ）

　　　[スギ科　スギ属]

スギは、日本特産で各地に広く自生しており、有用樹種と

して最も多く植栽されています。材質が軽軟なうえ木目が素

直で細工がしやすく、木の香が好まれたことから、建築・工

芸・造船・酒造などの用材として利用されてきました。

只見町に植栽されているスギは、本州日本海側の多雪地に

見られるウラスギ系で、枝が下垂し樹幹が細長く尖った、多

雪地に適応した樹形をしています。

スギは、花粉が風によって運ばれ受粉を行う「風媒植物」

で軽量な花粉は風に乗って広範囲に運ばれて行きます。これ

がスギ花粉症（花粉アレルギー）の原因となり、今では、ス

ギ花粉の生産量・飛散量が重要な社会情報となっています。

スギ花粉の生産量・飛散量は、前年度の夏の気候によって

左右されると言われており、気温が高く日射量が多いと翌年

の花粉が多いと言われています。逆に雨量が多く湿度が高い

と少なくなります。

1月17日にスギの写真を撮影に行きましたが、枝先に雄花がたくさんついていました

（写真参照）。このことから、今年は只見地域でスギ花粉の大量飛散が予測され、花粉症

対策が求められそうです。

企画展示 ○「只見の巨樹・巨木」展
只見町の巨樹や巨木をパネル展示で紹介いたします。
期　間：１月 5 日（土）～ 4 月 15 日（月）
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枝先にびっしりとついた雄花
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